
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛媛県教育委員会 

愛媛県大会から 

全国大会まで 



Ⅰ 第３回科学の甲子園ジュニア愛媛県大会 

１ 概 要  ３人１チームで競技を行い、県代表として全国大会に出場する上位２チームを選出 

２ 日 時  平成２７年８月２８日（金）10:00～16:00  

３ 会 場  愛媛県生涯学習センター 

9:30                10:15                 11:40                 13:40         15:30 

内

容 
受 付 開会式 

移

動 
筆記競技 

昼

食 
実技競技 

交

流 
講 演 

表彰式

閉会式 

          10:00         10:30                 12:30                 14:３0        16:00 

４ 出場チーム［２３校４６チーム］ （ ）内は、チーム数 

 

５ 内 容 

（１）開会式  開会あいさつ 優勝旗・準優勝杯の返還 

（２）筆記競技 理科や数学に関する問題を３題解く競技 

 

 

 

 

 

 

 

（３）実技競技 

競技題 ピンポン球ができるだけ長い時間動き続ける装置を画用紙で作ろう 

審査の観点 ①装置が倒れず立つことができる ②ピンポン球が動き続ける時間 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四国中央市立三島南中学校（２）、新居浜市立南中学校（１）、西条市立西条西中学校（１） 

西条市立東予西中学校（１）、今治市立西中学校（２） 

松山市立道後中学校（４）、松山市立鴨川中学校（３）、松山市立津田中学校（２） 

松山市立余土中学校（１）、松山市立久谷中学校（１）、松山市立北中学校（１）、伊予市立伊予中学校（１） 

東温市立重信中学校（１）、東温市立川内中学校（４）、大洲市立河辺中学校（２） 

八幡浜市立八代中学校（１）、松野町立松野中学校（１）、愛南町立一本松中学校（１） 

愛媛県立今治東中等教育学校（１）、愛媛県立松山西中等教育学校（10） 

愛媛県立宇和島南中等教育学校（１）、愛媛大学教育学部附属中学校（３）、新田青雲中等教育学校（１） 

３人が協力して、理科と数学

の難問に挑戦！ 

ピンポン球ができるだけゆっくり動き続け、止まらないようにするにはどうすればいいかな？ 

らせん状のすべり台のようなものを作ってみようよ。 



（４）講 演 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）表彰式・閉会式 講評、表彰、閉会あいさつ 

  優 勝  愛媛大学教育学部附属中学校（県代表チーム） 

準優勝  愛媛県立松山西中等教育学校（県代表チーム） 

第３位  東温市立川内中学校 

６ 出場選手によるアンケート調査結果（調査期日：8月2８日 調査人数：１３６名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 県代表チーム研修会 

１ 概 要  愛媛大学教育学部附属中学校と愛媛県立松山西中等 

教育学校による県代表チームを結成し、全国大会に向 

けて研修した。 

２ 期 日  平成２７年１１月１日（日）、２８日（土） 

３ 会 場  愛媛大学 

４ 内 容  筆記競技演習、実技競技演習 

（１）筆記競技演習              （２）実技競技演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師：愛媛県立長浜高等学校水族館部 チーム・ニモ 

内容：Ｈ２６日本学生科学賞内閣総理大臣賞（日本一） 

Ｈ２７国際学生科学技術フェア（世界最大の科学コ

ンテスト）動物科学部門第４位に輝いた「カクレク

マノミは、なぜイソギンチャクに刺されないのか」

をテーマにした研究を紹介。 

二人は、カクレクマノミとイソギンチャクが共存で

きる要因がマグネシウムであることをつきとめた。 

 

愛媛大学教授に

よるガイダンス 

55% 

52% 

74% 

71% 

40% 

41% 

21% 

19% 

5% 

7% 

5% 

10% 

参加して良かった 

科学に興味が高まった 

  理科や数学を勉強することは、 

将来の自分のために重要だと思う 

チームで力を合わせて取り組んだ 

科学の甲子園ジュニア県大会に参加して 

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない・そう思わない 



Ⅲ 第３回科学の甲子園ジュニア全国大会 

１ 期 日  平成 2７年12月４日（金）開会式 

  ５日（土）筆記競技、実技競技①・②、交流会 

６日（日）エキシビション、表彰式 

 ２ 会 場  ＢｕｍＢ東京スポーツ文化館（東京都江東区夢の島２－１－３） 

   ▼入場曲に「愛媛の歌」を選んだ生徒たち         ▼実技競技①に取り組む愛媛県チーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 競技内容                       ▼実技競技②に取り組む愛媛県チーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 表 彰  総合順位 第 1位 富山県チーム  第 2位 宮崎県チーム  第 3位 福島県チーム 

                    

 ▼表彰式後の愛媛県チーム 

    

５ 県代表チームが全国大会に出場しての感想 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ
Ⅳ 第４回科学の甲子園ジュニア愛媛県大会（詳しくは、後日お知らせ） 

           

 

 

１ 期 日  平成２８年８月 
２ 場 所  未定 
３ 参加対象  中学１・２年生3名のチーム編成 

○ 日本中の理科・数学好きの人たちに出会って、とて

も楽しかったです。全国には、理科好きを極めている

人たちがたくさんいて、さらに理科を学びたくなりま

した。 

○ 全国大会本番は、筆記競技・実技競技ともに難しか

ったです。でも、他の都道府県チームの皆さんと交流

ができて楽しかったです。 

１ 筆記競技（６人１組で、６問：７０分） 

理科や数学の難題を、チームで解く 

２ 実技競技（３人１組で、２競技：各９０分） 

 ①工作競技 

   汎用ロジックＩＣを使った論理回路（組み合わせ回

路）の工作競技 

 ②計測競技 

   会場天井につり下げた翼竜の長さや高さ、クリスマ

スツリーの高さの計測競技 

企業特別賞～工作デザイン賞～ 愛媛県チーム 

（事前課題の最優秀チーム）  おめでとう 

「愛媛の歌」が全国のみんなの心に響いたよ。 
選曲した生徒たちに絶賛の声。誇らしく思えた瞬間だった。 
ありがとう！ 

 


